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平
成
27
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
と
は
、
１
年
間
に
見
込

め
る
収
入
（
歳
入
）
と
、
何
に
い
く
ら
使
う
の
か
（
歳
出
）
を
い
い
ま
す
。

市
に
は
一
般
会
計
・
９
つ
の
特
別
会
計
・
企
業
会
計
と
い
う
全
部
で
11

の
財
布
（
会
計
）
が
あ
り
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
の
建
設
な
ど
、
行
政
の

基
本
的
な
事
業
を
行
う
た
め
の
財
布
で
あ
る
「
一
般
会
計
」
の
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成27年度は「希望都市まいばら」の実現に向け「女性や若者等が魅力を感じるまち
づくり」、「市民が安心で健やかに暮らせるまちづくり」、「未来へたしかに歩むまちづくり」
を重点取組事項として、市民に寄り添い、地域に密着した予算編成に取り組みました。

一般会計予算の内訳

市民１人当たりに換算すると…
●福祉サービスの提供などに 15万4,000円
●教育の充実に 6万4,700円
●道路や河川の整備などに 6万2,900円
●市政の運営や自治会、まちづくりなどに 5万4,900円
●借入金の返済に 4万2,400円
●保健医療やごみ処理などに 3万7,200円
●消防や災害対策に 1万9,800円
●その他 4万1,100円

平成27年度の一般会計の予算額は 

190億7,400万円 
（前年度比0.4％増） 

(市税) 
61億6,776万円 

道路や河川の整備などに 
（土木費） 

25億1,565万円 

借入金の返済に 
（公債費） 

16億9,389万円 
 

保健医療や　　 
ごみ処理などに 

（衛生費） 
14億8,913万円 

(国・県支出金) 
28億9,944万円 

21億220万円 (交付金:地方譲与税など） 
5億5,500万円 

(地方交付税) 
55億3,000万円 

消防や災害対策に 
（消防費） 

7億9,122万円 

その他　　　　  
（農林水産業費、商工費など） 
16億4,434万円 

　　 
　 

（総務費） 
21億9,533万円 

 

教育の充実に 
（教育費） 

25億8,860万円 

福祉サービスの提供などに 
（民生費） 

61億5,584万円 

歳　出 
190億7,400万円 

歳　出 
190億7,400万円 

歳　出 
190億7,400万円 

歳　入 
190億7,400万円 

歳　入 
190億7,400万円 

歳　入 
190億7,400万円 

市民や市内企業から 
納めていただく税金 

その他　18億1,960万円 

市の実情に応じて国から 
配分されるお金 

特定の事業を行った場合などに、 
国や県から交付されるお金 

金融機関などからの借金(市債)
消費税や自動車取得税などの一部を 
国や県から配分されるお金 

市政の運営や自治会 
まちづくりなどに　 

１人当たり
47万7,100円

＊平成27年4月1日現
在の人口39,982人
で計算

＊100円未満の数字
は四捨五入。

１人当たり
47万7,100円

＊平成27年4月1日現
在の人口39,982人
で計算

＊100円未満の数字
は四捨五入
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平成27年度の主な事業　

小中学校施設震災対策事業

子どもたちが安全に学べる環境を
つくるため、小学校（２校）および
中学校（４校）の天井等落下防止対
策に向けて整備します。

１億7,559万円

小学校施設トイレ洋式化整備事業
中学校施設空調設備整備事業

子どもたちが快適に学べる環境を
つくるため、小学校（３校）のトイ
レを洋式化します。

１億5,630万円
また、中学校（６校）の空調設備

を整備します。
3億1,870万円

小中学校施設長寿命化計画
策定事業

老朽化が進行する学校施設につい
て、安全性の確保や機能向上を目的
とした施設整備計画（長寿命化計画）
を策定します。

1,330万円

少人数教育による
きめ細かな指導推進事業

質の高い教育の実現と学力向上を
図るため、35人学級編制または少人
数指導を行います。

2,100万円

(仮称)まいばら認定こども園
施設整備事業

（仮称）まいばら認定こども園建設
用地の造成工事に着手し、早期開園
を目指します。

1億2,365万円

保育所・幼稚園・認定こども園
保育料第２子以降軽減事業

保育所・幼稚園・認定こども園の
第２子以降（０～５歳）の保育料を
軽減し、子育てしやすい環境を整え
ます。

歳入（保育料）▲7,086万円
（▲はマイナスです）

ファミリ－・サポ－ト・センター事業

子育て中の保護者会員と、育児を
援助する会員による、地域の相互援
助組織としてファミリー・サポー
ト・センターを開設します。

313万円

地域包括医療福祉センター事業

米原・近江地域の在宅医療サービ
スの拠点として、地域包括医療福祉
センターを開設します。

7億3,913万円

地域支え合いセンター事業

地域課題に取り組む人材や組織の
育成と、課題解決に必要な方策を生
み出し、さまざまな団体や個人が支
え合う仕組みをつくる地域支え合い
センターを開設します。 193万円

地域お茶の間創造事業

高齢者等が集い、活躍できる地域
の居場所づくり事業を拡充して実施
します。 1,216万円

担い手支援・農地集積事業

新規就農者の育成支援や、担い手
農業者への農業機械整備支援に取り
組むとともに、農業関連団体と連携
し、農地の集約化を図ります。

１億8,413万円

地域防災組織強化支援事業

地域の消防防災施設・器具の整備
補助金の補助率を、1/2から2/3に平
成29年度まで引き上げます。

700万円

ＪＲ東海道本線
駅周辺地域活性化事業

JR東海道本線駅周辺の空家・空
地の有効活用により、定住と転入を
促進します。

2,620万円

シティセールス推進事業

「住みたいまち、住み続けたいまち」
の実現を目指したシティセールスプ
ランに基づき、移住定住促進や新た
な交流人口の拡大に向けて戦略的に
取り組みます。

1,150万円

合併10周年記念事業

米原市合併10周年を祝い、市民と
の協働の推進、子どもや若者等に希
望と愛着を育む記念事業を行います。

685万円

総合的空家対策推進事業

空家に関する自治会・所有者・利
用希望者の総合相談窓口を設置し
ます。

455万円

誇りといきがいと笑顔で紡ぐ
心豊かなまち

い
き
が
い

い
き
が
い

市民の絆で築く
心と体の健康なまち

安
　
心

安
　
心

田舎都市が魅せる
いやしのまち

快
　
適

快
　
適

災害に強く生活が便利な
ほっとするまち

安
　
全

安
　
全

地の利を活
い

かした
にぎわいのまち

活
　
力

活
　
力

政策実現のための都市経営

お問い合わせ　総務部　財政課（米原庁舎） 1 52－1553 5 52－4447
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◆幼稚園・認定こども園短時部（１号認定）の保育料

◆保育所・認定こども園長時部（２号・３号認定）の保育料

平成27年４月の「子ども・子育て支援新制度」の開始に伴い保育料の改正を行いました。

平成27年度の 平成27年度の 平成27年度の 

保育所・幼稚園・認定こども園 保育所・幼稚園・認定こども園 保育所・幼稚園・認定こども園 
の保育料が決まりました の保育料が決まりました の保育料が決まりました 

階層区分
保育料（単位：円）

生活保護世帯生活保護世帯

ひとり親世帯等

ひとり親世帯等
以外の世帯

ひとり親世帯等

ひとり親世帯等
以外の世帯

市民税所得割
非課税世帯

市民税所得割
77,100円以下

市民税所得割211,200円以下

市民税所得割301,000円未満

市民税所得割301,000円以上

1

2

3

4

5

6

３歳児

0

0

1,000

4,800

5,100

6,500

8,100

10,300

４・５歳児

0

0

800

3,900

4,200

5,400

6,700

8,500

・国の階層区分が前年度の所得税額から当該年度の市
民税額（8月分までは前年度の市民税額）による算
定へ変更になったため、市の階層区分も同様の変
更を行いました。

・保育標準時間は1日最大11時間、保育短時間は1日
最大8時間の利用時間となり、保育短時間の保育料
は保育標準時間の98.3％で設定

・同時入所（園）の場合は、年齢の高い子どもから全
額、半額、無料となります。

・18歳未満の子どものうち第2子以降の保育料を申請
により軽減

・Ｂ階層からＤ1階層⇒全額免除
・Ｄ2階層からＤ8階層⇒
3歳以上児の場合
（保育短時間認定） 6,600円に軽減
（保育標準時間認定）6,600円に該当する階層の保
育標準時間と保育短時間の保育料の差額を加算し
た額に軽減
3歳未満児の場合
（保育短時間認定） 9,800円に軽減
（保育標準時間認定） 9,800円に該当する階層の保
育標準時間と保育短時間の保育料の差額を加算し
た額に軽減
※所得制限によりＤ9階層およびＤ10階層は軽減対象となりません。

※延長保育料について
保育短時間認定（1日最大8時間の利用時間）の
子どもが、時間を超えて園を利用する場合は延長
保育料が必要です。利用施設により料金が異なり
ます。詳細は各施設へお問い合わせください。

（公立保育所・認定こども園長時部の場合）
日額100円の延長保育料を徴収します。ただし、
それぞれの階層区分の保育標準時間保育料との
差額を毎月の延長保育料の上限額とします。
５月分の保育から徴収します。お問い合わせ　

こども未来部　保育幼稚園課（山東庁舎）1 55－8134 5 55－4040

応能負担による
保育料（国が定
める保育料を限
度とする）

保育料の他に給
食費（月額3,200
円）、教材費（月
額1,000円）等が
必要

年齢区分による
定額制

18歳未満の子
どものうち第2子
以降の保育料が
申請により全額
免除となります
（所得制限により
6階層は軽減対象
となりません）

小学校3年生以
下の子どもで第2
子は半額、第3子
は無料

階層区分が2階層
から5階層に該当

公立幼稚園に
平成26年度在園
し、平成27年4
月に進級した児
童のうち、階層
区分が5階層、6
階層となる場合

平成27年度に
限り保育料は
5,400円

階層区分
保育料（単位：円）

３歳未満児
保育標準
時間 保育短時間 保育標準

時間 保育短時間 保育標準
時間 保育短時間

３歳児 ４歳以上児

生活保護世帯生活保護世帯

ひとり親世帯等

ひとり親世帯等
以外の世帯

ひとり親世帯等

ひとり親世帯等

ひとり親世帯等
以外の世帯

ひとり親世帯等
以外の世帯

市民税
非課税世帯

市民税所得割
非課税世帯

48,600
円
未満

72,800円未満

97,000円未満

121,000円未満

145,000円未満

169,000円未満

235,000円未満

301,000円未満

397,000円未満

397,000円以上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

Ｄ６

Ｄ７

Ｄ８

Ｄ９

Ｄ10

0

0

5,200

8,300

9,300

14,000

15,100

19,200

22,700

27,700

32,200

36,200

44,200

48,200

51,200

65,700

0

0

5,200

8,200

9,100

13,800

14,800

18,900

22,300

27,200

31,700

35,600

43,400

47,400

50,300

64,600

0

0

3,900

6,000

7,000

10,100

11,900

16,700

18,700

22,000

23,000

24,200

26,200

28,700

30,700

39,500

0

0

3,900

5,900

6,900

9,900

11,700

16,400

18,400

21,600

22,600

23,800

25,800

28,200

30,200

38,800

0

0

3,800

6,000

7,000

10,100

11,900

16,600

17,800

20,000

21,000

21,700

22,600

23,200

24,000

30,500

0

0

3,800

5,900

6,900

9,900

11,700

16,300

17,500

19,700

20,600

21,300

22,200

22,800

23,600

30,000

市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
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株
式
会
社
ハ
イ
パ
ー
ロ
ジ
ッ
ク
・
ジ

ャ
パ
ン
と
の
協
議
が
整
い
、
３
月
20
日
、

土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

回
の
販
売
地
に
は
、
株
式
会
社
童
夢
が

新
た
な
事
業
活
動
の
地
と
し
て
、
米
原

工
業
団
地
か
ら
米
原
駅
東
口
へ
本
社
工

場
機
能
を
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

株
式
会
社
童
夢
は
２
０
０
０
年
に
米

原
工
業
団
地
に
進
出
し
、
自
動
車
お
よ

び
関
連
用
品
の
研
究
・
開
発
な
ら
び
に

設
計
・
製
作
・
販
売
を
行
い
、
日
本
を

代
表
す
る
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
製
造
者

と
し
て
国
内
外
で
幅
広
く
活
躍
す
る
企

業
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
28

年
春
の
竣
工
に
向
け
、
研
究
開
発
と
試

験
装
置
、
試
作
車
組
立
設
備
等
を
備
え

た
延
べ
床
面
積
約
２
４
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
２
階
建
て
の
本
社
工
場
の
建
築

を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
も
、
今
後

の
新
本
社
工
場
建
設
や
操
業
に
向
け
て
、

最
大
限
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。
新

本
社
工
場
の
順
調
な
操
業
と
更
な
る
事

業
拡
大
が
、
今
後
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

米
原
駅
東
口
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
区
域
に

株
式
会
社
童
夢
の
本
社
工
場
が
移
転
し
ま
す
！

１ 企業の概要

社　　名：株式会社ハイパーロジック・ジャパン
株式会社童夢

事業内容：自動車及び関連用品の研究・開発ならびに
設計・製作・販売・工業デザイン業務等

２ 契約の概要　

利用計画 ： ㈱童夢本社および工場の新築
面　　積 ： 3,917.11㎡（梅ケ原2462番地）
売買金額 ： 287,124,100円　　

「米原市総合計画審議会」の委員を募集します
米原市総合計画は、市のまちづくりの中長期的な方
向性を示す指針として、平成19年度に策定しました
が、平成28年度末でその期間を終了します。このた
め、市では平成29年度からのまちづくりの指針とな
る「第２次米原市総合計画」を策定し、これまで取り
組んできたさまざまな施策の成果等をもとに、さらな
る政策展開を図ることにしています。
この「第２次米原市総合計画」の策定に当たり、市
民の参画を図るため「米原市総合計画審議会」の委員
を公募します。

委員の役割
第２次米原市総合計画の策定に当たり、今後の

まちづくりの方向性や、事務局が提案する素案等
に対する意見等をいただきます。

■募集人員　　２人以内
■任　　期　　平成28年秋頃まで

■募集締切　　４月20日(月)

■ 応募資格 次の要件を全て満たす人
１ 満20歳以上（平成27年４月１日現在）の人
２ 市内在住、在勤、在学の人
３ 国、地方公共団体の議員または常勤の職員でない人
４ 市の他の審議会等の委員を２以上兼ねていない人
５ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第
２条第６号に規定する暴力団員またはこれらと密接
な関係を有する者でない人

■ 応募方法
・応募用紙に必要事項を記入の上、持参、郵送、ファクス、
メールのいずれかで政策推進課に提出してください。
・応募様式にあるレポートのテーマは下記ＡまたはＢのど
ちらかを選び、800字以内で記述してください。
Ａ：少子・超高齢社会におけるまちづくりで最も重要なこ
とについて

Ｂ：今後のまちづくりに生かすべき米原市の強みについて

お問い合わせ・応募先
〒521-8501 米原市下多良三丁目３番地　
政策推進部　政策推進課（米原庁舎）
1 52―6626 5 52―5195
sousei@city.maibara.lg.jp

応募要項と応募用紙は、政策推進課、各庁
舎自治振興課に設置のほか、市公式ウェブ
サイトからもダウンロードできます。

問

政
策
推
進
部
　
み
ら
い
創
生
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
７
８
４
　
5

５
２
―
５
１
９
５
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国
道
三
六
五
号
を
、
関
ヶ
原
か
ら
木
之

本
方
面
に
車
を
走
ら
せ
ま
す
。
春す

い

照じ
ょ
う

小
学

校
（
杉
澤
）
の
西
で
、
道
が
い
ち
ば
ん
高

く
な
っ
た
弥
高
川
の
橋
か
ら
、
は
る
か
西

を
眺
め
る
と
、
国
道
が
ま
っ
す
ぐ
村
居
田

の
ほ
う
へ
延
び
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
明
治
時
代
に
、
関
ヶ
原
か

ら
長
浜
間
、
米
原
市
内
の
春
照
学
区
か
ら

大
原
学
区
を
貫
通
す
る
鉄
道
が
山
麓
を
走

っ
た
な
ご
り
で
す
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
明
治
政
府

は
、
第
一
番
目
に
着
手
す
る
鉄
道
路
線
と

し
て
東
京
と
京
都
を
結
ぶ
鉄
道
の
敷ふ

設せ

つ

を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
経
路
は
諸
事
情
か

ら
中
山
道
に
沿
う
計
画
で
し
た
。
さ
ら
に
、

東
京
と
横
浜
、
琵
琶
湖
岸
か
ら
敦
賀
、
そ

し
て
京
都
か
ら
神
戸
間
の
三
区
間
が
枝え

だ

線せ

ん

と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
神
戸
・
京
都

か
ら
琵
琶
湖
を
経
由
し
て
敦
賀
に
至
る
路

線
が
最
重
要
と
さ
れ
た
の
は
、
日
本
海
沿

岸
地
方
で
生
産
さ
れ
る
商
品
や
産
物
を
、

太
平
洋
方
面
に
輸
送
し
、
太
平
洋
方
面
で

の
工
業
製
品
な
ど
を
、
北
陸
、
東
北
、
北

海
道
に
輸
送
す
る
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
太
平
洋
（
瀬
戸
内
）
側
と
日
本
海

を
南
北
に
結
ぶ
構
想
は
古
く
、
平
安
時
代

末
の
久き

ゅ
う

安あ

ん

六
年
（
一
一
五
〇
）
頃
、

平
清
盛

た
い
ら
の
き
よ
も
り

が
嫡
男
で
越
前

え

ち

ぜ

ん

国こ

く

司し

だ
っ
た
重
盛

し

げ

も

り

に
命
じ
、
敦
賀
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ
運
河
開

削
計
画
を
実
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
塩
津
街
道
深
坂
峠
に
運
河
を
掘
っ
て
、

敦
賀
の
笙し

ょ
う

の
川
と
塩し

お

津づ

大
川

お

お

か

わ

を
結
ぶ
約
二

五
キ
ロ
の
水
路
を
完
成
さ
せ
、
ス
ム
ー
ズ

な
物
資
の
運
搬
を
は
か
る
計
画
で
し
た

が
、
深
坂
峠
の
大
石
に
よ
り
阻
ま
れ
ま
し

た
。
戦
国
時
代
に
は
、
秀
吉
の
命
を
受
け

た
敦
賀
藩
主
大
谷
吉よ

し

継つ

ぐ

も
試
み
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
初
め
頃
ま
で
、
日
本
海

側
の
物
資
は
敦
賀
・
小
浜
で
荷
揚
げ
さ

れ
、
陸
路
を
人
力
や
馬
力
で
峠
を
越
え
て
、

塩
津
・
大
浦
・
海
津
・
今
津
で
船
に
積
み

替
え
、
再
び
大
津
で
陸
揚
げ
し
て
、
京

都
・
大
阪
へ
陸
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
寛か

ん

文ぶ

ん

一
二
年
（
一
六
七
二
）、
河
村
瑞ず

い

賢け

ん

が

西
廻
り
航
路
を
整
備
し
、
日
本
海
の
物
資

は
山
陰
か
ら
関
門
海
峡
、
瀬
戸
内
海
を
経

て
大
阪
へ
直
接
回
送
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
琵
琶
湖
水
運
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
大
正
末
期
ま
で
運
河
計

画
は
一
五
回
に
及
び
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
計
画
倒
れ
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
明
治

二
三
年
（
一
八
九
〇
）、
琵
琶
湖
か
ら
京

都
へ
の
物
資
輸
送
路
・
琵
琶
湖
疏そ

水す

い

を
完

成
さ
せ
た
田た

辺な

べ

朔さ

く

朗ろ

う

は
、
敦
賀
・
塩
津
間

の
運
河
を
掘
削
し
て
、
一
万
ト
ン
級
の
船

舶
を
大
阪
ま
で
航
行
さ
せ
る
壮
大
な
計
画

を
立
案
し
ま
す
が
、
実
現
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
も
あ
り
、
琵
琶
湖
と

敦
賀
を
結
ぶ
敦
賀
線
着
工
が
急
が
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

に
日
清

に

っ

し

ん

戦
争
が
勃
発
し
ま
す
が
、
物
資
や

兵
員
の
輸
送
な
ど
大
陸
侵
略
と
も
歩
調
を

合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
明
治
一
三
年
（
一

八
八
〇
）、
京
都
・
大
津
間
の
鉄
道
開
業
、

一
五
年
、
長
浜
・
敦
賀
間
開
業
、
一
六
年

に
長
浜
・
関
ヶ
原
間
が
開
業
し
ま
す
。
長

浜
か
ら
大
津
へ
鉄
道
連
絡
船
が
就
航
し
ま

し
た
。
米
原
は
中
山
道
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ

宿
場
町
で
し
た
が
、
な
ぜ
長
浜
に
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
置
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治

一
三
年
の
意
見
書
に
は
、
長
浜
に
は
、
連

絡
船
を
接
岸
さ
せ
る
に
十
分
な
湖
浜
が
あ

る
こ
と
、
当
初
の
中
山
道
沿
い
に
東
京
ま

で
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
に
沿
え
ば
、
長

浜
か
ら
ま
っ
す
ぐ
東
に
行
く
と
、
中
山
道

に
通
じ
る
北
国

ほ

っ

こ

く

脇わ

き

往
還

お

う

か

ん

に
出
て
、
関
ヶ
原

に
東
進
す
る
こ
と
が
有
利
だ
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
浜
で
は
豪
商
浅あ

さ

見み

又ま

た

蔵ぞ

う

が
私
財
を
投
じ
て
湖
岸
の
底
の
土
砂

を
除
き
長
浜
港
を
築
く
な
ど
、
長
浜
を
日

本
の
中
心
都
市
に
す
べ
く
、
有
力
者
た
ち

が
鉄
道
誘
致
に
積
極
的
な
運
動
を
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
長
浜
か
ら
通
称
馬ば

車
道

し

ゃ

み

ち

を
東ひ

が
し

上
坂

こ

う

ざ

か

へ
、
横
山
丘
陵
の
北
端
龍た

つ

ヶが

鼻は

な

か
ら
大
原
に
入
り
、
関
ヶ
原
へ
向
か
う
鉄

道
が
開
業
し
、
中
間
地
点
の
中
心
的
な
集

落
・
春
照
に
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
東
海
道
線
が
滋
賀
県
北
部
か
ら
岐
阜

県
に
か
け
て
中
山
道
沿
い
を
行
く
理
由

は
、
当
初
あ
っ
た
中
山
道
筋
に
日
本
の
東

西
幹
線
を
敷
設
す
る
計
画
の
影
響
で
す
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

鉄
路
は
大
陸
へ
①

―
山
麓
を
汽
車
が
走
っ
た
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
121

日
本
海
と
琵
琶
湖
を
結
べ

伊
吹
山
麓
を
汽
車
が
走
っ
た

▲ 最初の長浜・関ヶ原線(敦賀市立博物館図録より)
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市　　長 平
ひら

尾
お

道
みち

雄
お

副 市 長　西
にし

田
だ

弘
ひろむ

教 育 長　山
やま

本
もと

太
た

一
いち

市長特命シティマネージャー 丸
まる

山
やま

武
たけ

志
し

部　　長　田
た

中
なか

祐
ひろ

行
ゆき

理　　事　山
やま

田
だ

英
ひで

喜
き

政策推進課　　　　　

課　　長 （ 山
やま

田
だ

英
ひで

喜
き

）

課長補佐 小
こ

寺
でら

真
しん

司
じ

みらい創生課

課　　長 西
にし

村
むら

善
よし

成
なり

課長補佐 川
かわ

J 直
なお

亜
つぐ

広報秘書課

課　　長　安
やす

田
だ

正
まさ

浩
ひろ

課長補佐　F
よし

田
だ

豊
ゆたか

課長補佐　安
やす

田
だ

真
ま

理
り

子
こ

部　　長　要
かなめ

石
いし

祐
ゆう

一
いち

次　　長 鍔
つば

田
た

正
まさ

広
ひろ

総務課

課　　長　宮
みや

川
がわ

巖
いわお

参与・調整官 西
にし

澤
ざわ

浩
こう

司
じ

課長補佐 筒
つつ

井
い

康
こう

一
いち

財政課

課　　長 上
うえ

村
むら

浩
ひろし

課長補佐 岩
いわ

島
しま

秋
あき

彦
ひこ

管財課

課　　長 @ 畑
はた

徹
とおる

参与・検査員 前
まえ

川
がわ

源
げん

一
いち

郎
ろう

課長補佐　浅
あざ

居
い

達
たつ

正
まさ

人権政策課

課　　長（ 鍔
つば

田
た

正
まさ

広
ひろ

）

課長補佐 土
つち

田
だ

茂
しげる

部　　長 本
ほん

田
だ

忠
ただ

光
みつ

次　　長　大
おお

林
ばやし

誠
まこと

地域振興課

課　　長（ 大
おお

林
ばやし

誠
まこと

）

課長補佐 北
きた

川
がわ

康
やす

司
し

課長補佐 椋
むく

田
だ

昭
あき

仁
ひと

山東自治振興課

課長兼センター長 大
おお

橋
はし

守
まもる

伊吹自治振興課　

課長心得兼センター長 大
おお

澤
ざわ

信
しん

悟
ご

近江自治振興課

課長心得兼センター長 須
す

藤
どう

正
まさ

明
あき

市民窓口課

課　　長 西
にし

出
で

始
とも

代
よ

課長補佐 長
なが

野
の

温
あつ

子
こ

部長兼危機管理監 @ 畑
はた

健
けん

一
いち

次　　長 千
ち

種
ぐさ

惠
え

美
み

子
こ

次　　長 的
まと

場
ば

市
いち

樹
き

防災危機管理課

課　　長　森
もり

本
もと

博
ひろ

之
ゆき

参　　与 藤
ふじ

岡
おか

学
まなぶ

課長補佐 北
きた

川
がわ

康
やす

行
ゆき

税務課

課　　長（ 的
まと

場
ば

市
いち

樹
き

）

課長補佐 澤
さわ

村
むら

孝
たか

史
し

収納対策課

課　　長 北
きた

村
むら

智
とも

子
こ

課長補佐 棚
たな

橋
はし

克
かつ

行
ゆき

保険課　

課　　長　松
まつ

岡
おか

一
かず

明
あき

課長補佐 土
つち

川
かわ

善
よし

美
み

課長補佐 庄
しょう

司
じ

裕
ひろ

之
ゆき

●国保　米原診療所

所　　長 （ 千
ち

種
ぐさ

惠美子
え み こ

）

●県後期高齢者医療広域連合

課長補佐 宮
みや

野
の

肇
はじめ

部長兼福祉事務所長 佐
さ

竹
たけ

登志子
と し こ

次　　長　吉
よし

田
だ

裕
ひろ

明
あき

福祉支援課　　

課　　長　服
はっ

部
とり

幸
こう

治
じ

課長補佐 澤
さわ

村
むら

みな子
こ

課長補佐 @ 木
ぎ

進
しん

一
いち

●地域包括支援センター

所　　長（ 服
はっ

部
とり

幸
こう

治
じ

）

●発達支援センター

所　　長　中
なか

川
がわ

清
きよ

和
かず

社会福祉課

課　　長 的
まと

場
ば

文
ふみ

男
お

課長補佐 西
にし

野
の

淑
よし

子
こ

課長補佐 北
きた

村
むら

亨
とおる

●相談支援事業所

管 理 者（ 的
まと

場
ば

文
ふみ

男
お

）

●ひまわり教室

園　　長　伊
い

藤
とう

眞
まき

雄
お

高齢福祉介護課

課　　長（ 吉
よし

田
だ

裕
ひろ

明
あき

）

課長補佐 三
さん

條
じょう

秀
ひで

行
ゆき

健康づくり課

課　　長 立
たち

木
き

ひろみ

課長補佐 西
にし

澤
ざわ

温
あつ

子
こ

所　　長（ 立
たち

木
き

ひろみ ）

部　　長 岩
いわ

山
やま

光
こう

一
いち

次　　長　安
あん

食
じき

富
ふ

美
み

子
こ

子育て支援課

課　　長　丸
まる

本
もと

光
みつ

雄
お

課長補佐　甲
か

斐
い

沼
ぬま

和
かず

弥
や

こども家庭課

課　　長　多
た

賀
が

正
まさ

信
のぶ

課長補佐　阿
あ

原
はら

麻
ま

木
き

子
こ

●少年センター

所　　長 筒
つつ

井
い

利
とし

之
ゆき

副所長兼無職少年指導員 椙
すぎ

本
もと

一
かず

孝
たか

保育幼稚園課

課　　長（ 安
あん

食
じき

富
ふ

美
み

子
こ

）

●いぶき認定こども園

園　　長 嶌
しま

真
ま

弓
ゆみ

●かなん認定こども園

園　　長　和
わ

田
だ

とも子
こ

●おうみ認定こども園

園　　長　馬
ま

渕
ぶち

孝
たか

子
こ

乳児部園長 西
にし

川
かわ

敦
あつ

子
こ

幼児部園長 須
す

戸
ど

三
み

重
え

子
こ

●米原中保育園

園　　長 村
むら

田
た

優
ゆう

子
こ

●山東幼稚園

園　　長　須
す

戸
ど

博
ひろ

司
し

●米原幼稚園

園　　長 大
おお

林
ばやし

有
ゆ

加
か

里
り

部　　長　藤
ふじ

本
もと

博
ひろし

次　　長　横
よこ

山
やま

信
のぶ

人
ひと

次　　長　吉
よし

嶋
じま

伸
のぶ

浩
ひろ

政策推進部

健康福祉部

地域振興部

市　民　部

経済環境部

こども未来部

たか

たか

たか

せ

総　務　部

●山東健康福祉センター
米原・近江保健センター

「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 
「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 
「希望都市まいばら」を目指して 
　　　　　新たな組織体制で臨みます！ 平成27年度 市役所の体制 平成27年度 市役所の体制 平成27年度 市役所の体制 平成27年度 市役所の体制 



・経験者の同行やグループでの登山 
 
 ・登山届の提出　　　　 
 

・携帯電話と予備バッテリーの携行 
 
 ・ヘッドランプや簡易テントの準備 
 
 

安全登山 安全登山 安全登山 
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＊米原市内の交通事故
件数 35件（＋１件）、死者 ２人（－１人）、傷者 39人（－４人）

不
審
者
を
見
か
け

た
り
、
声
か
け
事

案
が
あ
れ
ば
１
１

０
番
通
報
を
！

＊米原市内の犯罪発生状況（平成27年３月31日現在） ※カッコ内は前年比

総数 57件（＋11件）、侵入盗９件（＋８件）、乗物盗 ２件（－３件）
非侵入盗 24件（＋４件）、その他の刑法犯 22件（＋２件）

【米原警察署情報】

山岳遭難事故の防止！

米原警察署　1 ５２ー０１１０問

●Ａさん（18歳
男性・学生）
のスマートフ
ォンに右のよ
うなメールが
届いた。Ａさ
んは全く身に
覚えがないと
いう。

架空請求メールに
ご注意

「おかしいな」と思ったら一人で悩まず、
まずは消費生活相談窓口へご相談ください。

消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

昨年、91人の遭難者のうち57人（約6割）が
道に迷い遭難しました。登山は油断やルールを守
らなかったことが事故につながります。遭難等の
トラブルも想定し、事前の準備を念入りに行いま
しょう！！

面接相談・電話相談
滋賀県立交通事故相談所（大津本所・

彦根分室）で常時相談に応じます。
相談時間は9時～12時、13時～16時

■大津本所
〒520-0807
大津市松本一丁目２番１号
大津合同庁舎３階
1077-528-3425
面接相談・電話相談：月曜日～金曜日

■彦根分室
〒522-0071
彦根市元町４番１号　湖東合同庁舎２階
10749-27-2230
面接相談：火曜日・木曜日
電話相談：月曜日～金曜日

契約者名や契約内容など具体的な記載がないため、不特
定多数に送られてくる架空請求メールと考えられます。不
安になって連絡すると、相手に電話番号や名前などを知ら
れてしまいます。絶対に連絡しないでください。直接電話
がかかってきた場合は個人情報（名前や住所）は言わず、
連絡先（業者名や住所）を聞いておきましょう。

最近の相談事例です。

困ったときは
市　消費生活相談窓口（米原庁舎）

相談専用 152－8088
〔受 付〕平日 9時30分～16時

交通事故相談所
をご利用ください

交通事故相談所
をご利用ください

いつ、どこで起こるかわからない交通事故。
交通事故に巻き込まれた時の損害賠償などの解決のために、滋賀
県では交通事故相談を実施しています。
専門の相談員が相談に応じますので、お気軽にご利用ください。

巡回相談　　　　　　　　　　　　　
遠隔地等で相談に来られない人のために巡回相談を行って
います。事前に交通事故相談所(大津本所・彦根分室)へ電話で
予約してください。
相談日、場所等は、大津本所にお問い合わせください。

相
談

〇無料です。
〇秘密は厳守します。
〇文書（郵便）による相談も受け付けています。

訪問販売業者から訴状が
提出された。係争内容は
本人から連絡を！連絡な
き場合は出廷となる。財
産や給与を差し押さえる。

困ったときは
市　消費生活相談窓口（米原庁舎）
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くらしのガイド 

JR坂田駅前の月ぎめ市営駐車場に
空き区画があります。通勤、通学に
便利な坂田駅前市営駐車場をぜひご
利用ください。
利用金額▼
市内在住の人　月額3,000円
市外在住の人　月額4,000円

申込s下記へ電話にて
■問 市　都市計画課(近江庁舎)

1 52－6926 5 52－8790

開かれた議会を実現するため、議会
報告会を市内4か所で開催します。内
容は全会場共通です。ぜひご参加くだ
さい。
●5月8日(金) 19時～21時
ジョイいぶき、近江公民館
●5月9日(土) 19時～21時
山東公民館、米原公民館

■問 市　議会事務局（山東庁舎）
1 55－8111

野菜や草花、堆肥など日頃の実習
で生徒が生産・加工した農産物を地
域のみなさんに販売します。
日時s4月25日(土) 9時～11時
場所s長浜農業高校　農場
■問 長浜農業高校 1 62－0967

市子ども読書活動推進計画（第２次
計画）策定を記念し、講演会を開催し
ます。（申込不要・入場無料）
日時s4月26日(日)  14時～15時30分
場所sルッチプラザベルホール310
内容s本との出会い、物語の魅力など
講師s子どもの本専門店　店主　

増田喜昭　氏
■問 山東図書館 1 55－4554

日時s5月16日(土)  10時～11時30分
場所s長浜赤十字病院

2号館5階会議室
内容s子どもに起きやすい事故の予防
と手当（災害時の対応含む）

講師s赤十字幼児安全法指導員
定員s50人（乳幼児を育児中の人）
申込s5月8日(金)までに下記へ
その他s託児あり（要申込）
■問 長浜赤十字病院　

1 63－2111 5 68－3312

福祉や介護の仕事に関心のある人
は、どなたでも利用できます。
日時s4月16日(木) 13時30分～16時
場所s市役所山東庁舎
■問 県湖北介護・福祉人材センター　

1 64－5125

日時s5月10日(日) 14時開演
会場s北ビワコホテルグラツィエ
出演s武田優美(ピアノ)

井伊亮子(フルート・篠笛)
吉岡由美(フルート)

料金s2,500円（ケーキセット付）
チケットは国際ソロプチミスト長浜
の会員に連絡いただくか、または北
ビワコホテルグラツィエ（1 62-
7777）で販売中です。

■問 国際ソロプチミスト長浜
1 63－6080（下村）

日時s4月29日(水・祝)
9時30分～11時30分

会場s滋賀医科大学臨床講義棟１階
臨床講義室１

内容▼
パニック障害の基礎知識とメカニ
ズム・認知行動療法による生活の
コツ

対象s18歳以上（定員80人）
費用s500円
申込方法s「滋賀会場」と明記の上、
名前を添えて、電子メールで下記へ

■問 一般社団法人CBTを学ぶ会
1 080－4983－5568（栗原）
study@cbtcenter.jp

月ぎめ市営駐車場おしらせ 

市民との意見交換会
（議会報告会）

おしらせ 

長浜農業高校
春の農産物販売会

おしらせ 

おしらせ 講演会　
「幸せをはこぶ物語の世界」

おしらせ 国際ソロプチミスト長浜
チャリティーコンサート

おしらせ 市民講座「パニック障
害の理解と生活のコツ」

おしらせ 子育て支援講習会
（参加無料）

おしらせ 福祉のお仕事出張相談
（事前申込不要・無料）

今月の表紙

3月22日、
上丹生の丹生
川でビワマス
の稚魚を放流
するイベント
が開催されま
した。約90人
が参加し、ビ
ワマス応援大使のファミリーレ
ストランのかけ声に合わせて参
加者らが飼育した稚魚約1万匹を
放流しました。イベントではフ
ァミリーレストランによる漫才
や市民グル―プによるビワマス
紙芝居が行われ、参加者らは楽
しんでいる様子でした。

カムバック・ビワサーモン
消防団組織の名称が「方面隊」に変わります
近年、地震や風水害等の自然災害で、大きな被害を伴う災害が連続し
て発生しています。そのような中「消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律」が平成25年12月に制定施行されたことを受け、
消防団を地域防災の中核として位置付け、消防団に求められている社会
的役割と任務の重要性から、専任の副団長を配置することにしました。
また、これまで市消防団は各地域を「中隊」として活動してきました
が、今後は「方面隊」に名称を改めて活動し、その隊長を「方面隊長」
とします。
さらに、伊吹中隊第１分団の「村木・南川班」が、「村木班」と「南川
班」の２つに分かれます。
市消防団は、これからも「自らの地域は
自ら守る」という意識で、地域の防災リー
ダーとしてあらゆる災害等に対処し、市民
の安全を守るため、全力を尽くします。

■問 市　防災危機管理課（近江庁舎） 1 52－6630
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５月 健康カレンダー 
健康づくり課・米原げんきステーションで交付しています。 
妊娠・出産・育児などに関するご相談、心配ごとなど、 
お気軽にお電話ください。 

155 ― 8105（平日受付 8時30分～17時15分） 

母子健康手帳の交付 
すくすくホットライン 

安心と健康をサポートします 

人口 39,982人（－90） 男 19,577人（－43） 女 20,405人（－47） 世帯数 13,985世帯（＋21）

65歳以上の人口 10,831人　　高齢化率 27.09% ※カッコ内は前月との比較【平成27年４月１日現在】

環境保護のため再生紙を使用しています。

植物油インキで印刷しています。

この市政情報誌「まいばら」は13,400部作成し、１部あたりの単価は
12円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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乳幼児健康診査
※いずれも市全域を対象に毎月１回実施します。
※すくすくファイル（赤ちゃん手帳）の中の質問票に子どもさんの様子をみながら記入して、当日ご持参ください。
※体調やご都合が悪い場合は、ご連絡の上、次回お越しください。

母と子の強い歯をつくろう運動 ー主催：湖北歯科医師会ー

すくすく相談（育児相談）※市全域を対象に毎月２回実施します。
※申込は不要です。

※妊娠期とお子さんの1歳から6歳までの誕生月に、
歯科健診と衛生指導が親子一緒に無料で受けられます。

実施日 場　　所時　間 内　　　　容

◇育児不安、ストレス等の悩みや、子どもの成長・発達など、育児についての
相談をお受けします。

◇身体計測
◇食事・離乳食についての相談は、栄養士がお受けします。
持ち物：母子健康手帳、すくすくファイル（赤ちゃん手帳）、バスタオル（乳児の計測用）

５月13日(水）

５月29日(金）

伊吹保健センター

米原げんきステーション

9時30分～

11時30分

事業名(対象) 実施日 受付時間 場　　所 持ちもの

BCG
（生後3か月～1歳になる前日まで）
（標準では生後5か月～8か月未満）

５月26日(火)
13時～

13時15分

米原げんき
ステーション

予防接種
※BCGは月１回、集団接種を実施します。 ※診察前の体温は会場で測定してください。※予防接種を受ける前には冊子「予防
接種と子どもの健康」を読み、必要性や副反応について理解した上で接種してください。 ※薬を使用している人は、服薬手
帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。 ※髪の長い保護者の人は、髪を束ねてお越しください。

◇予診票（すくすくファイルにとじ込みのもの）
◇母子健康手帳　◇体温計
◇委任状(保護者が同伴できない場合)

対　象 実施日 受付時間 場　　所 持ちもの

平成26年10月生まれ ５月22日(金) 9時30分～10時
米原げんき
ステーション

７か月児もぐもぐ教室
※市全域を対象に毎月１回実施します。
※申込は不要です。
（対象月生まれ以外の人は事前に健康づくり課へご連絡ください）

◇母子健康手帳　　　　　◇筆記用具
◇すくすくファイル
◇バスタオル

事業名（対象）

4か月児健診
（平成26年12月生まれ）
10か月児健診
（平成26年07月生まれ）

1歳8か月児健診
（平成25年09月生まれ）
2歳6か月児歯科健診
（平成24年10月生まれ）

3歳6か月児健診
（平成23年10月生まれ）

５月14日(木）

５月08日(金)

５月28日(木)

５月12日(火)

５月21日(木)

13時～14時

13時～13時30分

13時～13時30分

13時～14時

09時30分～10時30分

米原げんき
ステーション

◇母子健康手帳　◇質問票
◇すくすくファイル
◇バスタオル
◇筆記用具

◇母子健康手帳　◇質問票
◇すくすくファイル（赤ちゃん手帳）
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇筆記用具
◇母子健康手帳◇質問票◇筆記用具
◇すくすくファイル（赤ちゃん手帳）
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇子どもの尿（朝一番の尿を空容器に
入れてご持参ください）
◇聴力アンケート（健診日までに送付します）

山東健康
福祉センター

歯科健診がありま
すので、はみがき
をしてから、お越
しください。（ ）

実施日 受付時間 場　　所 持ちもの

●健康づくり課　　　　　山東庁舎内（長岡）

●山東健康福祉センター　ルッチプラザ内（長岡） ●米原げんきステーション　　 米原庁舎　南隣（下多良）

●伊吹保健センター　　　伊吹健康プラザ愛らんど内（春照） ●近江保健センター　　　　　 近江庁舎に併設（顔戸）

場所がわからないときは、健康づくり課へお気軽にお問い合わせください。

事業名 場　　所 内　　容 持ちもの

妊婦および

1歳～6歳児歯科健診

湖北歯科医師会会員の歯科医院

※事前にご予約ください。

歯科健診、衛生指導、フッ素

塗布など
◇母子健康手帳
◇親と子のお口の健康手帳

この教室は、７か月のお子さんの体の成長を確認し、成長に合わせた関わりや離乳食の進め方について、お子さんと触れ合ったり、実
際の離乳食を見たり触ったりしながら、保健師・管理栄養士と楽しく学びます。対象月生まれの人は、受付時間内にお越しください。

市　健康づくり課　1 55－8105
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